



















































































































Soft　rime Hard　rime Soft　clear　ice Clear　ice
Temperature 一5～一18。C 〈一4℃ ＜一4℃ 一2～一6℃ ＜一60C 〉一5℃
Wind　velocity 塞Om／s ＜5m／s 5～20m／s 5～20m／s ＞20m／s 一
Density
『














































































































































































































































































































@　（㎜（9）） α0δ8 αlC碑 ρ ρo
δ（％）
N 15 13．50 25．6（0．12） 0．11 0．94 0．84 66．7 8．70
5 ①
B ノノ 1．84 20．9（　） 一 0．69 一 一 一 一
N 15 27．00 9．13（0．09） 0．11 0．97 0．31 0．82 62．2 10．9
一5 10 ②
B 〃 3．68 5．77（　） 一 0．82 一 一 一 一
N 20 40．50 7．20（0．11） 0．10 0．98 0．67 0．81 17．3 12．0
15 ③
B ノノ 5．52 3。70（　） 一 0．87 一 一 一 一
N 15 13．50 17．4（0．08） 0．07 0．94 0．16 0．72 77．8 2L7
5 ④
B ノノ 1．84 15．4（　） 一 0．69 一 一 『 一
N 15 27．00 7．67（0．04） 0．05 0．97 0．20 0．81 75．3 12．0
一10 10 ⑤
B 〃 3．68 4．67（　） 一 0．82 一 一 一 一
N 15 40．50 3．97（0．04） 0．04 0．98 0．59 0．89 33．7 3．26
15 ⑥

















（cm2／9） （㎜（9）） αobs αCα2 ρ ρo
δ（％）
N 30 27．00 7．80（0．08） 0．08 0．97 0．27 0．86 68．6 6．52
一5 10 ⑦
B ノノ 3．68 5．47（　） 一 0．82 一 一 一 一
N 30 27．00 7．47（0．04） 0．04 0．97 0．26 0．68 61．8 26．1
一10 10 ⑧




















































































































一5 O ① ●













































































@　　　（℃） 一3～一10 一2，2～一11．7 一1．1～一7．9 一〇。5～一10。5
Wind　velocity
@　　（m／s）
5～15 3．7～32．7 6，1～20．4 47～51
Humidified　weight
@　　　　（9／m3）
2．84～15．1 ？ 0．07～0．44 0．07～0．59
Droplet　radius
@　　　（μm）













0．03 0．22 0。05～0．80 0．72～12．0 0．25～2．55
　　曜／R
i×10『3cm2／s）
13．00～40．5 1．84～5．52 0．14～22。3 0．014～0．83 0．6～7．4
Catch　ratio 0．04～0．11 0．02～0．10 ？ 0～0．68 0．07～1．14
Test　duration
@　　（min）
15～30 2～40 120～240 5～10
氷物はステンレス製注射針（外径0．6㎜）と木枝（外径
4．4㎜）を用いた実験を行い，着氷長さ・捕捉率・密度
などへの影響を調べた．以下に，それらの結果を述べ
る．
1．着氷長さ・密度・構造
（D　注射針の場合，全般的に風上に向かって末広がり
に着氷する．風速が大きいほど，着氷は長く生成せず
広がり幅が大きくなる．しかし，風速に関わりなく広
がり幅対注射針の外径の比（z）／1）、）は4程度までが限
度のようである．
（2）温度は高い方が，1）／1），が小さくなり着氷長さが
長くなる．
（3）密度ρは，温度が高い方が，また風速は大きい方
が大きくなる．
（4）風速15m／sでは密霧氷，10・5m／sでは粗霧氷が
生成した．但し，風速5m／s・温度一5℃の場合には，
粗霧氷と雨氷が混成した．
（5）木枝の場合，枝の外径とほほ伺じ幅じ保ったまま
着氷する．着氷長さは注射針より短い．
2．捕捉率
（1）風速が大きいほど，着氷初期での捕捉率は大きい
が，10・15m／sでは5分経過後から低下して，10分程
度経過後には5m／sの場合が一番捕捉率がよくなる．
（2）温度が高い方が捕捉率は大きい．
（3）得られた捕捉率は，他研究機関のものより著しく
小さい．これは，特に雲水量の差異によるものと思わ
れるが検討を要する．
　最後に，本研究の実施に当たって多くのご援助とこ
討議を頂いた雲仙かせや旅館主人・高橋弘明氏，雲仙
岳測候所所長・柴田政勝氏，本学・川口勝之教授，石
田正弘教授，植木弘信助教授に厚くお礼申し上げる．
また，熱心に研究に協力された学生諸君に心から謝意
を表す次第である．
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